
ＤＭＥ自動車普及推進委員会

ＤＭＥ自動車普及推進委員会のご紹介

２００６年８月

ＤＭＥ自動車普及推進委員会



ＤＭＥ自動車普及推進委員会

内 容

委員会設立の動機

委員会の目的と期間

自動車用DMEの研究推移
委員会メンバー

委員会の推進体制

自動車分科会

燃料分科会

インフラ分科会

官公庁の動き

国策との整合性

委員会の目指すもの



ＤＭＥ自動車普及推進委員会

委員会設立の動機

ディーゼル燃料代替としての適正 過去の補助事業

METI

MLIT

補
助

不
調

自主開発の推進の必要性

・ＪＯＧＭＥＣ経由
（天然ガス系）

・ＮＥＤＯ経由
・次世代低公害車ＰＪ
・次世代低公害車
実用化促進事業○２００５年度よりＤＭＥ自動車に関わる助成事業が減少している。

○自動車燃料用途が最適であり、メリットが出やすい。
○課題解決には諸問題を各分野で一気に解決する必要がある。
○ＤＭＥ自動車の早期の実用化に焦点を絞り、「車」「燃料」「インフラ」の問題点と
解決策を総合的に議論及び実行できる場を作り、２００８年度を目処に量産可能な完
成度の高い車やスタンドの構築を目指す。
○旧ＤＭＥ自動車実用化研究開発グループの「発展的解消」と「手弁当」にて
参加する企業を模索
○現１７社と事務局会社で委員会（任意団体）の立上げ。

・セタン価が軽油並み
・ＰＭ／ＳＯｘが出ない
・ＤｅＮＯⅹ触媒を使わなくても
窒素酸化物は低減できる

排ガス性状の規制強化
による必然性
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委員会の目的と期間
目的

・自動車および燃料規格、関連施設、関連部品の評価
・自動車およびインフラの普及推進（先発DME推進
団体への車両・スタンドの貸出しあるいは販売）

・所轄官庁への働きかけ

１０万トン／年

DMEインフラ

DME 燃料

2007 2010 2015

設置拡大へ

DME 自動車

本格化

４ヵ所⇒６ヵ所

活動期間の設定
２００６年３月から２００９年３月

フリート走行
２台から１０台規模を

期間
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自動車用ＤＭＥの国内での研究推移
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委員会メンバー

役 割 会 社 名 部 署

1 委員長 伊藤忠エネクス株式会社 新エネルギー開発室

2 副委員長 株式会社いすゞ中央研究所 エンジン研究第一部

3 副委員長 岩谷産業株式会社 総合エネルギー事業統括室

4 事務局長 株式会社NERC 東京支所

5 委員 伊藤忠商事株式会社 新エネルギー・DME室/自動車部門

6 委員 カグラインベスト株式会社 ―

7 委員 JFEホールディングス株式会社 DMEプロジェクト 事業開発部計画チーム

8 委員 中央精機株式会社 技術部

9 委員 中国工業株式会社 事業開発部

10 委員 東洋エンジニアリング株式会社 技術ビジネス本部 ビジネス開発グループ

11 委員 トキコテクノ株式会社 設計部

12 委員 トタル・ガス・アンド・パワー・ベンチャーズ. DMEプロジェクト

13 委員 豊田通商株式会社 エネルギー部 ガスビジネス・グループ

14 委員 ニチアス株式会社 研究開発本部

15 委員 株式会社ニヤクコーポレーション 関東支店 営業チーム

16 委員 ハマイ株式会社 技術開発部

17 委員 日本DME株式会社 三菱ガス化学・伊藤忠商事･三菱重工･日揮

18 委員 株式会社宮入バルブ製作所 東京営業所
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委員会の推進体制

スタンド

ローリー

自動車部品

タンク

バルブ

（株）いすゞ中央研究所

【ディーゼル自動車メーカー】

豊田通商
JFEホールディングス
トタル･トレーディング・インターナショナルS.A.
日本DME
東洋エンジニアリング

伊藤忠エネクス
岩谷産業
トキコテクノ
ニヤクコーポレーション
カグラインベスト

【 自動車部品メーカー】中央精機
中国工業
ニチアス
宮入バルブ製作所

ハマイ

事務局:（株）NERC

自動車メーカー
燃料・プラント

① 自動車・燃料・インフラの３分科会にて実務運営を行う。
② 委員会は４回／年開催し進捗状況の平準化を行う。
③ 分科会は随時定例会を開催し、期首実施計画の推進を行う。
④ メンバーは広く求め、委員会承認の上、活動に参加。

DME自動車普及推進委員会
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自動車分科会

① ＤＭＥ自動車の走行試験実施

・200７年度に車両1台作製し、

大臣認定によるナンバーを取得し公道試験走行を行う予定。

・本年度（2006年度）は上記用エンジンの準備を開始する。

② ＤＭＥ自動車構造取扱基準の精査と検討
・樹脂、ゴム、金属部品の過去のデータ、燃料添加剤過去のデータ、調査まとめ。

・車両試験による各部温度測定の実施。

・燃料充填口研究開発、充填時間短縮の為の大流量可能性対応の実車対応。

③ ＤＭＥ自動車用燃料調査

・燃料性状の違いによる、排ガス性能の評価実施。

（水、メタノール、ＬＰＧ、潤滑性向上剤、着臭剤）

・浸漬試験実施。（ぎ酸、ぎ酸メチル）
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燃料分科会

① バイオ・ＣＯＧ等を原料としたＤＭＥ生産可能性と実証調査

● 既存研究成果の調査とＤＭＥ燃料の可能性調査
● シナリオ作成用背景資料の収集と報告書作成
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インフラ分科会
① ＤＭＥ供給ステーション開発・設置検討

●大型充填設備

充填速度の目標値
小型：５０ℓ／分 （再検討）
大型：８０から１００ℓ／分

＊フリートＳＴＡを想定した実用型供給
システムの構築（客先ニーズを加味）

＊省エネルギー型の実用機の開発
＊ＤＭＥ専用ノズルと脱着簡易タイプの開発
＊充填速度の向上
＊ＤＭＥ仕様デバイスの開発及び確立

容 器

充填機

ﾎﾟﾝﾌﾟ付第１種製造設備

液の流れ ↑

← ガスの流れ
ＤＭＥ

●小規模充填設備

② ＤＭＥ供給ステーションの設置拡大

＊既存の「落下式・蒸発加圧式・窒素加圧式」
に続く新手法の研究開発

＊自家給油所向けの方式の多角化

液の流れ ↑

容 器

充填機

加圧システム

← ガスの流れＤＭＥ

ﾎﾟﾝﾌﾟフリー第２種製造設備

＊普及シナリオの作成
＊他先発プロジェクトとの協同追究
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官公庁の動き

①国交省：交通安全環境研究所がH19年度計画を一年前倒しし、
H18年度にフリート試験の実施と「構造基準書」の完成に
向けたデータ取得を計画。

②経産省：石油天然ガス課を担当部署とし、「ＬＰＧ代替」又は「エネルギー
コストの安いLPG混合基材」としての認識。

③環境省：「地方公共団体」向けの「CO2排出抑制対策事業費等補助金」
制度を設け、対象車種はFCVに続き「DME自動車」を
今年４月に追加し促進策を設けている。
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国策との整合性

エネルギー政策基本法（‘02.6）エネルギー基本計画（’03.10）

日本のエネルギー政策
①Economic Growth
②Environment Protection
③Energy Security

ＤＭＥは実態としては、整合性のある燃料

国への要望事項
＊ディーゼル用燃料として軽油と同等の位置づけ
＊自動車用技術研究開発への援助
＊初期段階におけるインフラ整備の後押し

期待される評価
＊「環境特性の良い軽油代替」
＊「燃料の多様化やエネルギー安全保障に資する燃料」

① 資源確保に向けた戦略的・
総合的な取組の強化
② 戦略的な資源技術開発の推進
ＤＭＥ（ジ・メチル・エーテル）
の開発利用技術
③ 天然ガス調達戦略の強化

（注）
ＤＭＥ（ジ・メチル・エーテル）
天然ガス、石炭等から
化学的に合成される
常温で気体の物質。
主としてＬＰＧ代替の
用途が見込まれている。

新・国家エネルギー戦略
’06.5.31

ＤＭＥの特性
・マルチソース
・セタン価が軽油並み
・ＰＭ／ＳＯｘが出ない
・ＤｅＮＯⅹ触媒無しでNOｘ
は低減できる

燃料の条件
①利便性
②経済性
③安定性

現在のDMEへの認識
ＬＰＧ代替用途
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委員会の目指すもの

日本DMEフォーラム

九州DME研究会

DME普及促進センター

京浜臨海部
ＤＭＥ自動車普及モデル
事業実行委員会

DME自動車普及推進委員会

経済産業省

石油天然ガス・金属鉱物資源機構

NEDO

国土交通省

産業技術総合研究所

交通安全環境研究所

LPG振興センター

日本自動車工業会

先発研究団体

官公庁及び関連機関・組織

＊官庁への報告と提案
＊公的機関とのCO-WORK

＊先発研究機関とのCollaboration
＊基礎研究から実機製作まで
－近未来の大量生産を展望して－
＊業界団体への設立補助


	ＤＭＥ自動車普及推進委員会のご紹介
	内　　容
	委員会設立の動機
	委員会の目的と期間
	自動車用ＤＭＥの国内での研究推移
	委員会メンバー
	委員会の推進体制
	自動車分科会
	燃料分科会
	インフラ分科会
	官公庁の動き
	国策との整合性
	委員会の目指すもの

